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研究成果の概要（和文）：言語的記述を数学的記述に変換して未知の数量を求める課題として算数・数学の文章
題を定義することができる．この算数・数学の文章題は，数学の活用能力を養う上で必須の学習課題であるとと
もに，多くの学習者にとって数学の学習そのもの以上に難しさが存在していることが確認されている．本研究で
は，この難しさの原因は，記述の変換過程がブラックボックス化されていることであると捉え，そのホワイトボ
ックス化と，ホワイトボックス化した過程を学習者が探索的に実行できるようした学習環境を設計開発を行っ
た．さらに，この学習環境を実践的に利用し，有効であることを確認した．

研究成果の概要（英文）：Arithmetic/mathematic word problems can be defined as a problem that 
requires a solver to transfer a linguistic representation into a mathematical representation and to 
derive required values by using the mathematical representation. The word problem is an important 
learning item that promotes a learner to master the use of mathematics to solve real-world problems.
 In this research, the process of transferring from linguistic representation to mathematics 
representation is modeled as a triangle block model. Then, it has been designed and developed a 
learning environment where a learner is able to conduct the transformation by using the model 
interactively and exploratory. The learning environment has been evaluated through practical uses of
 it in classes. 
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研究成果の学術的意義や社会的意義
定式化された問題を解くよりも，問題を定式化することがより高い能力を必要とすることはこれまでにも知られ
ている．このため，問題を定式化する能力の育成は，情報化社会において特に人に求められるものであり，その
ための具体的で実効性のある学習方法が求められるようになってきている．本研究では，算数・数学の文章題に
おける言語的記述の数学的記述への変換過程を学習対象としているが，この変換は最も基本的な問題の定式化の
過程であり，この過程を経験し学ぶことが，定式化能力の育成に資することが期待できる．国際的にもこの過程
に関する具体的な学習支援の提案及びその実践は見当たらず，本研究はその先駆的なものとなりえている．












